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自己評価作成日 平成28年9月25日 評価結果市町村受理日 平成28年11月14日

　（別紙４-１）

事業所番号

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

　・アン・ベルアミィ　グループホームは東側には真駒内公園が広がり、西側には藻岩山
を望むロケーションの良いホームです。
・近くにはスポーツジム・大型スパー・保育園・病院・専門学校と活気あふれる地域で
す。
・また、同じ建物の中には、高齢者専用住宅の方々が生活しており、生活間が感じら
れ、入居者様お一人お一人が共に生活を楽しみ、地域との「絆」を大切にしたグループ
ホームです。
・　現在、サ高住から2ユニット合わせて6名の方が入居されております。同じ敷地内の
為、毎日面会が出来、不安が解消され、精神的にも落ち着いた生活が出来るというメ
リットも多いにあります。
・サービス研修委員会・業務効率委員会の２つの委員会があり、レベルに合わせた年
間研修計画が立てられている事。又、業務に関わる問題点を、職員の意見を聞き、改
善されている事です。

平成28年10月18日

札幌市南区川沿1条１丁目2-３０

0170501324

基本情報リンク先URL

法人名 医療法人　愛全会

事業所名

所在地

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

アン・ベルアミィ　グループホーム　ローザンヌ

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
1) ホームの環境；南区五輪橋に近く、交通至便で商店街・医療機関等の利便さや藻岩の自然環
境に恵まれている。また、高齢者住宅と併設、３階に２ユニットを併置して、生活上の行事等相互
交流があり、全体の介護機能を有効に働かせている。
2)職員の接遇態度・姿勢；年間の研修計画等により資質の充実に努め、利用者に添った心身の
観察と理解に努め、個々の思いや意向を捉えて伝え、相互の信頼を高める工夫を重ねている。
3)家族・利用者の満足；家族のアンケート調査の実施、訪問頻度の高さと面接対応時の説明に
努め、日常の心身と活動状況を周知して、高い信頼関係の形成に努めている。
4)運営推進会議の状況；会議は包括Ｃ、民生委員、地域関係者、家族等を交え定例に開催。日
常の生活状況、季節に応じた行事計画、防災訓練等必要に応じて関係機関を交えて協議し、議
事録を家族に周知している。
5)地域との連携；認知症を軸とした地域ケア会議に参加して共有を図るとともに、ボランティアの
活用、地域に開設のカフェの活用など幅広い連携を試みつつある。

項　　目

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kihon=
true&JigyosyoCd=0170500821-00&PrefCd=01&VersionCd=022

訪問調査日
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札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

2. 利用者の２/３くらいの

評価機関名

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと3. 利用者の１/３くらいの

3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない



NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

次のステップに向けて期待したい内容

　法人独自の年間研修計画の中で、全員が研修を受
けられる様にしている。職員は自己研磨と専門性の向
上に努めています。

  札幌市の連絡会議と、札幌市南区管理者連絡会議
に年三回出席しています。
 同区の管理者会議では研修、親睦会等で情報交換を
しています。

　身体拘束における研修、マニュアルを通し、職員一
同日頃より努めています。特に言葉で拘束しないよう
に、スタッフ同士声を掛け、意識してケアしています。

　高齢者専門住宅の入居者様にお声をかけたり、ボラ
ンティア(コーラス･お話の会）の受け入れも積極的に
行い交流を持つように働きかけています。又、ドックセ
ラピーも受け入れています。

　理念を管理室、リビンクに掲示し、いつも目につくよ
うにし、スタッフが意識しやすいようにしています。又、
カンファレンスでプラン見直しをする時に理念を意識し
たプランニングをするように検討、討議しています。

 2ヶ月に一度行っています。
 日常生活、行事活動、事故報告の報告をし、包括支
援センターの職員やご家族様の意見を聞く機会を設
け、サービスに活かしています。ミニ研修会(衛生管
理･防火について･認知症予防の食物）等行いました。

　地域の皆様はじめ高齢者専用住宅に住まわれてい
る方達にも運営推進会議を通じて理解や支援の方法
を深めて行く様に努めています。



次のステップに向けて期待したい内容

 サービス研修委員会がありレベルに合わせた年間研
修計画を立てています。多くのスタッフに参加できるよ
う、勤務調整をしています。研修会のお知らせの掲示
をし、自主的に研修に参加できる様にしています。研
修内容がスタッフ全員で共用できるようにカンファレン
スで報告しています。

 市・区の連絡会へ参加し、交流を持てるようにしてい
ます。又、地域包括支援センターの主催する、研修会
にも参加しています。
 同法人内の事業所で委員会活動をする事で情報交
換を行っています。

 面談により説明を行っています。
 特に利用料、医療連携体制について入所時の説明
は詳しく説明し、一度契約書を持ち帰ってもらい内容
を理解、納得してもらった上で同意を得るようにしてい
ます。

 ご家族様が行事に参加し、ご家族様同士が交流・お
話しが出きるような機会を設けています。
 ご家族、スタッフ間でも話しやすい機会や雰囲気作り
をしたり、事業室からアンケートを発送し、サービスに
反映させています。

 カンファレンスでは、必ずスタッフからの（何について
でも良い)意見を述べる時間を作っています。人事考
課時、自己申己に意見等を記載してもらっています。
必要時は個別面談を行い、要望、意見を話しやすいよ
う機会を設けています。

 資格取得の為の学習、自主的な研修会への参加は
優先的に行ってもらえるようにし、本人の意向、得意
分野を活かせる場面を作っています。資格取得した際
は手当もついています。

 内部・外部研修に参加し制度の学習をしています。
 現在対象者はいないが、対象者があった場合は支援
体制を整えていきます。



次のステップに向けて期待したい内容

 ゲームやお手伝いを通して、できない方への気配りや
優しさを垣間見ることがあります。
 又、コミュニケーションの不得手な利用者様はスタッフ
が間に入り、パイプ役となって孤立する人が出ないよ
うに努めています。

 ご家族様が一緒に参加できる行事を行ったり、日々
の様子を面会時に口頭で伝えたり、変化のある時は
電話でお知らせする等、ご家族様と利用者様のパイプ
役となり一緒に支えていく関係作りを行っています。受
診、外出なども協力して頂いています。

 ご家族様の面会でご本人が喜ばれている事をお伝え
したり、行きつけのスーパーへ出かける等、なじみの
関係が途切れないように支援しています。又、ご友人
等の来訪時にはプライベート等に配慮し、応接室、自
室を利用していただいています。

 早急な対応が必要と思われる相談者には、他の事業
所のサービスに連絡するなどの、柔軟な対応を行って
います。

 ご利用者様は人生の先輩であり、日常のコミュニケー
ションの中から遊びや生活の工夫などを教えてもら
い、他の入居者同士が相互に言葉がけするなど、協
調できる関係を築いています。 又、自分でできること
は自分で行ってもらい、それに対する感謝の気持ちを
伝えることで、ご本人の自信につながり生活が活性化
するよう心がけています。

 サービスの利用について相談があった場合は、見学
して頂き、直接ご本人に会ってお話を聞き、困っている
事・不安な事を受け止める様努力しています。

 見学して頂いた際に、これまでの苦労や不安なこと、
困っていること、経緯について話してもらいやすいよう
な雰囲気作りを心がけています。管理者一人で判断
せず、事業室やスタッフとも話し合い、皆でご家族様
が求めているものを理解できるよう努めています。



次のステップに向けて期待したい内容

 法人内の他職種と連携を図り、生活・健康管理に至
るまで柔軟な対応を行っています。
 又、病院受診・買い物等、ご家族の状態に合わせ、車
を手配し同行する等しています。

 地域の皆様はじめ高齢者専用住宅に住まわれている
方達にも日頃から挨拶を交わし、緊急時には支援して
いただけるよう働きかけを行っています。

 週一回の訪問看護、二週間に一回の訪問診療で健
康管理を支援、又、他科受診が必要な場合にはご家
族様と協力し対応しています。又、別途歯科の往診
（必要時）も利用しています。

 気づいた事等は申し送り表に記入し、又は口頭で申
し送りをする等、業務に入る前に必ず目を通してから
仕事に入り、情報を共有できるようにしています。又、
介護計画の見直し、評価はケア記録を基に行っていま
す。

 フェイスシート、センター方式の生活歴のシートなどを
利用し、その方の生活歴を知り、日々の関わり合いの
中で、希望・意向を引き出したり把握できるよう努めて
います。

 ご家族様、関係者から情報を集めたり、ご本人との
日々の会話の中から生活歴、環境を知るよう努めてい
ます。

 3ヶ月、半年ごとのモニタリングと評価を、月１回のカ
ンファレンスでスタッフ全員で行い、利用者様が自分ら
しく生活できるよう、ご本人・ご家族様の要望を聞きな
がら、気づいたこと・対策がある時は内容を検討し、介
護計画に反映させています。

 気配り目配りし、気づいたり感じたり変化があった時
には、スタッフ同士で話し合い、申し送り表に記載して
います。

 入院、他事業所へ移動されても、利用者様と一緒に
遊びに行ったり、お見舞いに行っています。



次のステップに向けて期待したい内容

 年に２回、避難訓練を行い、避難経路の確認、消火
器の場所の確認、火災報知器使用方法の確認を行っ
ています。サ高住の方々とも合同で行いました。

 疲れている時は自室で休んでいただいたり、応接間
のソファで横になる等、ご利用者様の体調に合わせた
過ごし方をしていただいています。又、買い物・散歩も
天候やその人の言動に合わせた対応を行っていま
す。

 個々の能力に合わせて、選択できる場面を作る等、
いくつかの選択肢の中から一緒に選び納得して暮ら
せるように支援しています。又、表現がうまくできない
方へはサインや表現を見逃さないよう側に寄り添い、
ジェスチャーで対応しています。

訪問美容室を利用したり、季節にあった洋服を一緒に
選ぶ支援を行っています。又、化粧品の購入希望の
方には買い物支援を行っています。

 申し送りは場所を変えて、ご利用者には聞こえない等
の配慮をしています。 一人ひとりの対応では、声掛け
の工夫、又内容によっては場所を移して聞くなどの対
応をしています。

契約時に重度化に伴うケアについて説明を行い医療
連携を十分に活用しご家族様に協力頂ける支援をよく
話し合い、その方策・方針を共有できる様努めていま
す。

 入院時にはお見舞いなど面会の機会を多く持ち、ご
本人の状況を確認するとともに、ご家族様から状態の
報告、情報交換ができるように努めています。

 全てのスタッフが応急手当の講習に参加しています。
日中、夜間の緊急対応時についても、カンファレンス
で確認し合い、全員が対応できるようにしています。Ａ
ＥＤも設置しており消防署職員による研修も行いまし
た。

 訪問看護に週1回、日ごろの健康管理、医療面の相
談を行い、24時間体制で助言、必要時の対応を行って
います。



次のステップに向けて期待したい内容

 薬はスタッフ管理とし、内服確認をしています。各自
の処方箋はカルテに保管し、内容を確認しています。
処方内容に変更がある時には口頭やノートで申し送り
をし、対応しています。マニュアルに添った支援を行っ
ている。

 家事の手伝いは個々の得意な事を提供し参加してい
ただいています。レクレーションではいくつかのゲーム
を用意し、好きなものが選択できるようにしています。

 事前に意思確認を行い、午後からのゆっくりした時間
帯に見守りや介助で行っています。

 体調、前夜の状態に応じ休息の声掛けや誘導を行っ
ています。夜間ぐっすり休めるよう日中は体操、散歩
などを行い、リズムが整うよう支援しています。夜間寝
つけない方はお話をするなどして安心して寝られるよ
う支援しています。

 毎日の食事には、毎朝の牛乳・発芽米・水分補給に
ヤクルト・繊維質・水分を多く取れるもの等を提供し工
夫しています。又、朝の体操など、体を動かす機会も
設けています。

 食事量・水分量が少ない方には摂取量のチェックを
行い、栄養不足になりがちな方には、補助食品を利用
しています。糖尿病で、カロリー制限のある方へは量
を調節しています。又、スタッフには栄養科による研修
を実施し、レベルアップにも配慮しています。

 個々の排泄パターンに応じて対応し、トイレで排泄で
きるように対応しています。
 又、排尿・排便チェック表を利用し、水分摂取量と合
わせて排尿の目安に使用しています。

 口の中の汚れ、臭いの気になる方へは毎食後のうが
い、歯磨きを実施しています。日中の休息前にはうが
いを行い、誤嚥・不快感も予防しています。就寝時は
ポリデントにて義歯の洗浄を行っています。

 調理、盛り付けを一緒に行い、毎日楽しんで食事の
準備を行っています。 又、視覚で楽しんでもらえるよう
に色どりよく盛り付け、スタッフも交わり会話しながら
食事をしています。



次のステップに向けて期待したい内容

 廊下に椅子とテーブルを置き、くつろげるスペースを
作っています。
 応接室には長いソファを用意し、横になったり入居者
様同士並んで座り、会話を楽しめるように配慮してい
ます。

 廊下には手すりがあり、使用することで1人で部屋ま
で行けたり、見守りで歩行できるなど自立した生活を
送れるよう配慮しています。

 ご家族様と相談したり、ご本人の好みや愛用しいてい
た馴染みの物を持ち込み使用していただいています。
又、写真など飾り、安心感のある居室になっていま
す。ある方は、遺影を飾り毎日お祈りされています。

 居間の椅子には室内の色合いにあった座布団を背も
たれにも利用し、ゆっくりとすごしていただいていま
す。レクレーション、食事中はテレビを消し、雰囲気に
合った音楽をかけたり季節に応じた壁飾りや装飾品を
飾り、季節感を出すよう工夫しています。リビングに
は、常に季節の花を飾っています。

 ご利用者様の希望に応じ、ご家族等へ電話をかけて
話をしてもらったり、ご家族様からの電話の取次ぎを
行っています。又、お手紙を出される方にもお手伝い
しています。

新聞を取りに１階のエントランスまで降りたり、お天気
の良い日は、散歩に行っています。ユニット間で協力
しながら大型バスで出掛けています。外食ツアーで、
小樽やゆにガーデン花見で小金湯や芸術の森へ行っ
てきました。

 自己管理している方には、日常生活に必要な買い物
をし、その支払いをしていただいています。


